
「ウェルビーイング」について

最近、ニュースや教育現場の研修等で「ウェルビーイング（Well-being）」という

言葉をよく耳にするようになりました。ウェルビーイングは well（良い）と being

（状態）からなる言葉で、日本語では「心も体も、そして社会的にも満たされた良い

状態」と訳されます。単に「病気や怪我をしていない」ということだけでなく、自分

らしくイキイキと生きている実感を指す概念です。

「良い状態」と聞くと、少し曖昧に感じられるかもしれません。「良い状態って、

一人ひとり違うのでは？」と思われる方もいらっしゃるでしょう。実はその通りで、

自分にとってのウェルビーイングとは何か、それぞれの価値観を尊重する自由な言葉

でもあります。

学校におけるウェルビーイングとは、例えば子どもたちが「学校が楽しい」「自分

には良いところがある」「困ったときに助けてくれる人がいる」と感じられる状態だ

と考えています。本校の児童は、過去の学校評価（自己評価）アンケートにおいても

「学校が楽しい」などの項目で非常に高い数値を示しています。今年度も3学期を目

処にアンケートを実施し、子どもたちの実感や声を確認していく予定です。

子どもたちのウェルビーイングを高めるためには、学力の向上だけでなく、日々の

小さな成長を認め合える温かな学級づくりや、安心して自分の気持ちを表現できる環

境が欠かせません。本校では特に以下の3つの視点を大切に教育活動を進めています。

○安心して学べる環境づくり：間違いを恐れず、自分の考えを伸び伸びと表現できる

授業をつくります。

○つながりを実感する活動：係活動や委員会活動、グループ学習を通じ、「誰かの役

に立っている」という自己有用感を育みます。

○自他を尊重する心の育成：自分自身の良さに気づくと同時に、友達の多様性を受け

入れる心を育てます。

子どもたちの「できた！」「できたから、うれしい！」という体験は、学校での学

びだけでなく、ご家庭や地域での温かな関わりを積み重ねていくことでより豊かなも

のになります。

私たち教員も、子どもたちの満ち足りた笑顔を育む過程を大切にしながら、日々の
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教育活動に取り組んでまいります。それが同時に、私たち教員自身のウェルビーイン

グ（やりがいや活力）を高めることにもつながると信じています。

１０月の主な予定

１０月 ２日（金）委員会集会

８日（木）社会見学（１～４年）・森林体験（５年）

１１日（日）岩出市民運動会

１２日（月）スポーツの日

１４日（水）和歌山県学習到達度調査（４年）

クラブ活動（４・５・６年）

１５日（木）和歌山県学習到達度調査（５年）

研究授業のため13時下校（3年2組・14時頃下校）

１７日（土）やまっこ祭り（12時～15時）

２２日（木）２３日（金）修学旅行（６年）

２５日（日）岩出市地域防災訓練

２８日（水）岩出市陸上大会（６年）予備日11月4日（水）

２９日（木）全校５時間授業（１４時３０分下校）

３１日（土）岩出市文化祭

１１月 １日（日）岩出市文化祭

２日（月）～３０日（月）

学校開放月間（詳細は後日）

スクールカウンセラー来校日

1日・15日・22日・29日

各木曜日の11時～15時

「あい」のある学校の風景

【2学期始業式】 【夏休みの宿題】 【むしとり・1年】

【二中・職場体験】 【児童会役員選挙・6年】 【ALT（オリビア先生）】


